
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

澄川西小学校 学校だより 

No.14 

令和 7 年（2025 年）3 月 25 日発行 
学校 HP 

 令和６年度の教育活動にご支援・ご協力、ありがとうございました 

学校は、自分で心を動かして挑戦するところ 
                                 校長 中屋 賢一 

街中にピアノが置かれ自由に弾き、人が集う空間になる…をイメージして、今年も「澄西ミュージックスト

リート」を企画しました。発表会でもコンサートでもコンクールでもありません。「ちょっと弾いてみたい

な！」そんな気持ちから、自分の表現や音楽を通した子ども同士のつながりができればと考えました。１階ホ

ールでは、一人で華麗に奏でるピアノ演奏、お友だちとの連弾、先生との合奏…いろいろな音楽を聴くことが

できました。最初の申し込みは少なかったのですが、飛び入り演奏歓迎します！と呼びかけると、友達の演奏

に刺激を受けてなのか「私もやってみたい！」という子がたくさん演奏してくれました。人前で表現すること

は勇気がいりますが、友達の姿から「心を動かして」やってみようとしてくれた子がたくさん増えたことが嬉

しかったです。 

学校は、「やらなければならない」の前に、「まずやってみよう！」「私もやってみたい！」と、自分の心

を自分で動かして挑戦できる場でありたいといつも思っています。子どもたちはまだまだ無限の可能性がある

からです。そして、教室で発表してうまくいかなかったとしても、友達が応援してくれたり、考えをサポート

してくれたりする子がたくさんいます。失敗しても、うまくいかなくても助けてくれる仲間がいる、そういう

澄川西小学校でありたいといつも願っています。 

 

 ３月２１日の卒業式の式辞では、人との出会いを大切にして、人から学んでいこうと卒業生に伝えました。

これからたくさんの人との出会いがありますが、一方で人間関係の悩みも近年は大きな課題です。私は、自分

と考えが合う、合わないではなく、見えない人の心を理解しようとすることを大切にしています。友達と意見

が合わないからといって、相手を否定するのではなく、また自分はダメだと自分を否定するのでもなく、「ど

う考えているのか」と相手意識に立って、気持ちを理解しようとすることが、自分の心の成長にもつながるか

らです。本日の修了式でも、４月からはすべての学級でクラス替えがあり、新しいお友達・先生と出会い、新

しい気持ちで頑張っていこうねと伝えました。小学生の心は、スポンジのようにいろいろなことを吸収して、

また粘土のように膨らんだり、形を変えたりする柔らかな心をイメージしています。新しいお友だちや先生と

の出会いから、たくさんのことを学び、さらに豊かな心に成長させてほしいです。 

人間関係の悩みは答えのない課題かもしれませんが、私たち大人（学校と家庭）が子どもの心に寄り添って

一緒に考えていくことが一番の近道です。時間はかかるかもしれませんが、じっくり話を聴いてあげながら乗

り越えていけるようにこれからもサポートしていきたいものです。 

 

私事ではございますが、この度、役職定年ということで校長としての責務を終え、４月からは、中屋先生として、子どもたち・若い先

生方のために二十四軒小学校で勤務します。これから出会う子どもたちや先生方と関わりながら、さらに学んでいきたいという素直

な気持ちでまだまだ頑張ります。そして、どんな保護者や地域の人とお話ができるのかな、と新しい出会いも楽しみにしております。 

私も子育てしている一人の親として、学校教育と子育てをいつも考えながら書き続けた学校便りも本日で終了です。文字の多い 

文章ではありましたが、それだけ自分の思いがあったのかもしれません、付き合っていただきありがとうございます。 

これからも、何か悩みごとがございましたらいつでも声をかけてください。こういう縁、つながりを私は大切に 

していきたいです。澄西にも４月からピカピカの１年生が入学して、子どもたちみんなも張りきって登校してくれ 

るはずです。みなさんの目で！新学期の交通安全指導もよろしくお願いいたします。 

時々、この澄川の温かい風を感じにこっそり遊びに来ます…。今後とも、大好きな澄川のまち、そして、 

澄川西小学校を応援していきます！お世話になりました、そして、ありがとうございました。 

 

 



 

 


